様式第４号（教員個人に関する書類）


氏名　　　　　　　　　　
教育研究業績書	Comment by 作成者: ページ数の指定はしない。該当する事項を全て記載すること。
	教育上の能力に関する事項	Comment by 作成者: 必要に応じて欄を追加すること。

	事項
	年　月
	概要

	１．教育方法の実践例	Comment by 作成者: 大学・短期大学・大学院などの高等教育機関において授業科目を担当している教員が、学生の理解を図るため、工夫を凝らした分かりやすい授業を実施している場合、その内容。
（例）
・ＩＣＴ等を活用した授業方法
・学生の授業外における学習効果促進のための取組
・授業内容のＷＥＢ上での公開
	
	

	
	令和４年10月
	授業において配付する資料を事前にWeb上に掲載し、学生が予習・復習に活用できるようにしている。

	
	令和４年10月
	△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△。

	２．作成した教科書・教材	Comment by 作成者: 教員が、学生の理解を図るために作成し、大学での授業や教職指導などにおいて活用して いる教科書や教材等 また、本欄に記載した事項が「担当授業科目に関する研究業績等」にも該当する場合は、 それぞれに記載すること。 
	
	

	
	令和４年10月
	平成XX年度○○県教育委員会「○○研修会」で活用する教材を作成した。

	
	令和４年10月
	△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△。

	３．教育上の能力に関する大学等の評価	Comment by 作成者: 教員が、学生の理解を図るために行っている教育上の取組（大学での授業や教職指導など を通じた取組）に対して、大学等から特に高い評価を受けたもの （例）
・各大学における自己点検・自己評価での評価結果
 ・学生による授業評価（FD アンケート）の結果、教員相互による評価結果 
	
	

	
	令和４年10月
	××大学より、平成XX年度優秀教員表彰を受賞した。

	
	令和４年10月
	△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△。

	４．実務の経験を有する者についての特記事項等	Comment by 作成者: 教員の、学校現場等での教育に関する取組の中で学生の理解を図ることに資するもの
 （例）
・幼稚園、小学校、中学校、高等学校又は特別支援学校での教育実績（出前講座など）
 ・大学から受け入れた教育実習生等に対する指導 
	
	

	
	令和４年10月
	××高等学校３年生を対象とした大学講義体験授業の講師を務めた。

	
	令和４年10月
	△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△。

	５．その他	Comment by 作成者: 教員が学生の理解を図るために行っている取組のうち、上記に該当しないもの
（例）
・大学教育改善に関する団体等での活動の概要
	
	

	
	令和４年10月
	△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△。

	
	令和４年10月
	△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△。

	職務上の実績に関する事項

	事項
	年　月
	概要

	１　資格，免許	Comment by 作成者: 教員が、担当授業科目と関連のある教員免許等の資格、免許等を有している場合は記載すること。教員免許状等の資格を記載するに当たっては、その登録番号等も併記すること。

	令和４年10月
	小学校教諭専修免許状（免許状番号：平○小専第XX号）


	２　学校現場等での実務経験	Comment by 作成者: 教員が、学校現場等において担当授業科目と関連のある実務経験（職歴）を有している場合は、「年月」にその実務経験の年数を、「概要」に時期、勤務先と主な職務内容等を記載す
ること。
なお、申請書作成時点において現職の場合は、時期に「（現在に至る）」と記入し、認定後も現職を継続する場合は下線を引くこと。
	
	

	
	○年	Comment by 作成者: 複数の勤務歴がある場合、合算した年数を記載すること。
	××小学校　教諭（昭和XX年X月～平成XX年X月）
××小学校　教諭（教務主任）（平成XX年X月～現在に至る）

	３　実務の経験を有する者についての特記事項	Comment by 作成者: 教員の、学校現場等での教育に関する取組の中で担当授業科目と関連のあるものがあれば 記載すること。 また、本欄に記載した事項と関連して教育実践記録等を作成している場合は、「担当授業科 目に関する研究業績等」にも併せて記載すること。 
（例）
・研究指定校での教育課程の研究開発
 ・教員を対象とした研修等の講師の経験
 ・教育委員や学校評議会の委員等の経験 
	

	


	
	令和４年10月
	××大学附属○○小学校における授業の指導助言

	
	令和４年10月
	××大学教員免許状更新講習「○○」講師

	４　その他	Comment by 作成者: 担当授業科目と関連のある職務上の実績のうち、上記に該当しないものを記載すること。 
	
	

	
	
	

	
	
	

	担当授業科目に関する研究業績等	Comment by 作成者: 全ての業績について、発行年月の古いものから順に記載すること。必要に応じて、欄を追加すること。

	担当授業	Comment by 作成者: 記載不要。
科目
	著書、学術論文等の名称
	単著共著
	発行
年月
	出版社又は発行雑誌等の名称
	執筆ページ数
(総ページ数)
	概　要（２００字程度）
（共著の場合は全員の著者名を記載）
（共著及び執筆ページ数が抽出できない場合は執筆箇所を詳述）

	
	（著書）
	
	
	
	
	

	
	１．○○○○

	単

	平成○○年○月

	○○○

	○○

	○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○。


	
	２．○○○○

	共
	平成○○年○月

	△△△

	○○	Comment by 作成者: ページ数の合計を記載すること（75~90ページを執筆したのであれば、16と記載。
共著業績の場合、当該業績の総ページ数を（）で記載すること。（冊子全体の総ページ数ではなく、当該論文等の総ページ数を記載すること。）
(○○)

	【当該業績全体の概要】
△△△△△△△△△△△△△△△△
△△△△△△△△△△△△△△△。
【本人執筆部分の概要】
第◇章「◇◇」について執筆し、◇◇◇は◇◇◇であることを述べた。
著者：○田○夫、△山△成	Comment by 作成者: 本人を含めた共著者全員の氏名を記載すること。本人の名前には下線を引くこと。（著者が多数の場合は、本人を含めた主要な著者名を記載の上、著者の合計人数を「計○名」と記載すること。


	
	３．○○○○

	共
	平成○○年○月

	△△△

	（抽出不可）	Comment by 作成者: 共著業績で、執筆ページ数を明確に抽出できない場合は、このように記し、概要欄には【本人の果たした役割】を記すこと。
（○○）
	【当該業績全体の概要】
△△△△△△△△△△△△△△△△
△△△△△△△△△△△△△△△。
【本人の果たした役割】
○○についての調査、分析、部分執筆を担当した。
著者：○田○夫、△山△成（計○名）

	
	
	
	
	
	
	

	
	（学術論文等）
	
	
	
	
	

	
	１．○○○○

	単

	平成○○年○月

	○○○

	○○

	○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○。


	
	２．○○○○

	共
	平成○○年○月

	△△△

	○○
(○○)

	【当該業績全体の概要】
△△△△△△△△△△△△△△△△
△△△△△△△△△△△△△△△。
【本人執筆部分の概要】
第◇章「◇◇」について執筆し、◇◇◇は◇◇◇であることを述べた。
著者：○田○夫、△山△成


	
	３．○○○○

	共
	平成○○年○月

	△△△

	（抽出不可）
（○○）
	【当該業績全体の概要】
△△△△△△△△△△△△△△△△
△△△△△△△△△△△△△△△。
【本人の果たした役割】
○○についての調査、分析、部分執筆を担当した。
著者：○田○夫、△山△成（計○名）

	
	
	
	
	
	
	

	
	（教育実践記録等）
	
	
	
	
	

	
	１．○○○○

	単

	平成○○年○月

	○○○

	○○

	○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○。


	
	２．○○○○

	共
	平成○○年○月

	△△△

	○○
(○○)

	【当該業績全体の概要】
△△△△△△△△△△△△△△△△
△△△△△△△△△△△△△△△。
【本人執筆部分の概要】
第◇章「◇◇」について執筆し、◇◇◇は◇◇◇であることを述べた。
著者：○田○夫、△山△成


	
	３．○○○○

	共
	平成○○年○月

	△△△

	（抽出不可）
（○○）
	【当該業績全体の概要】
△△△△△△△△△△△△△△△△
△△△△△△△△△△△△△△△。
【本人の果たした役割】
○○についての調査、分析、部分執筆を担当した。
著者：○田○夫、△山△成（計○名）

	
	
	
	
	
	
	

	
	（その他）
	
	
	
	
	

	
	１．○○○○

	単

	平成○○年○月

	○○○

	○○

	○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○。


	
	２．○○○○

	共
	平成○○年○月

	△△△

	○○
(○○)

	【当該業績全体の概要】
△△△△△△△△△△△△△△△△
△△△△△△△△△△△△△△△。
【本人執筆部分の概要】
第◇章「◇◇」について執筆し、◇◇◇は◇◇◇であることを述べた。
著者：○田○夫、△山△成


	
	３．○○○○

	共
	平成○○年○月

	△△△

	（抽出不可）
（○○）
	【当該業績全体の概要】
△△△△△△△△△△△△△△△△
△△△△△△△△△△△△△△△。
【本人の果たした役割】
○○についての調査、分析、部分執筆を担当した。
著者：○田○夫、△山△成（計○名）

	
	
	
	
	
	
	



2

